
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、こんにちは！ 

ようこそ、室内フィールド「AREA.44」へ！ 

「レーザータグ」とは、 

 赤外線を使ったスポーツシューティングゲームです！ 

遊び方や使い方をご説明致しますので必ず読んでくださいね！ 

 ブラスター（光線銃）は精密機械なので、 

 注意を守らずに壊してしまうと、 

 修理代金が必要になってしまうかもしれません… 

楽しく、安全に遊んで頂くために、ご協力をお願い致します！ 
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【まずここをみなさまで情報共有してください！】 

●ブラスター（光線銃）は精密機械で“非防水”です！ 

 水分をかけたり、乱暴に扱うと“故障”します！ 

 利用規約にもある通り、 

 全損の場合は１挺につき１０万円の修理代金が必要になります！ 

●障害物に登ったり、指定フィールド外に無理やり入ろうとしないで下さい。 

●コンテナに同封の「ライトスイッチ」は無くさないよう管理をお願いします。 

 また、プレイ終了後は消灯を忘れずにお願致します！ 

 

 

 

 

 

  

ご協力お願いします！ 



●ここから通常の利用にあたってのご説明です。必ずご確認ください● 

①レンタル品の確認 

 レーザータグ貸出 BOXにレンタルした、「ライトスイッチ(1個)」、 

 「ブラスター（光線銃）」が揃っているか、確認をして下さい。 

 

 

 

 

 

 ●ライトスイッチ● ● ブラスター(光線銃) ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●BOXの中身を確認して、利用代表者が管理をお願い致します● 

  



①-2照明のつけ方(任意で好きな所をお使い下さい) 

 コンテナに同封の「ライトスイッチ」で５つの照明をコントロール出来ます。 

 

 １．照明コントロールスイッチ 

 照明に向けて押すことで順番に、 

 明るさ、色が変わります。 

 ①明るさ弱 ②明るさ中 ③明るさ強 

 ④点灯（赤色）⑤点滅（赤色） 

 ⑥消灯 

 (点灯後、暫く放置すると、 

 押し込み１回めが消灯になります) 

 （照明はバッテリー仕様です。） 

 ２．キーライトスイッチ 

 「ライトスイッチ」に付いた簡易ライトが点灯します。 

●フィールド中央エリア５箇所に天井から設置しています● 

照明の移動は禁止です、そのままの位置でご利用ください。 

 

 

 

  

※ライトの近くに寄ってから操作して下さい、 

離れて操作すると他のライトにも影響して上手くコントロール出来ません。 



②ブラスター（光線銃）の各種機能 

 下記の写真を参考に、ボタンの機能や電子パネルを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

１.電源スイッチ 

・緑の方へ押し込むと、音と光が付いて、電源が ONになります。 

・同じように、反対側に押し込むと電源が OFFになります。 

・１度電源を OFFにし、再度 ONにすると、無くなった体力値が元に戻ります。 

２.トリガー（光線発射） 

・トリガーを引くと光線が発射されます。 

・２０回、発射すると弾切れ状態になります。 

３.リロードボタン（光線の再装填） 

・弾切れ状態になった際に、押すと光線の残弾数が回復します。(約２秒) 

・押したままにすると、確認パネルに「体力値（HP）」が表示されます。 

 

  

（上側中央） 



 

 

 

 

 

 

４.スコープカバー 

・レンズの保護用にカバーが付いていますので、上に開いて下さい。 

（右側の写真のようになります。） 

 

 

 

 

 

５.体力値、光線残弾数、バッテリー残量の確認パネル 

・通常時は、光線の残弾数が表示されます。表示例：「  ２０」 

・リロードボタンを長押しする事で、 

 「体力値（HP）」が表示されます。表示例：「H １００」 

・体力値は、「１００」から始まり、相手の光線が当たると減ってしまいます。 

 「０」になると、ゲームオーバーになります。(音声、LED、振動でお知らせ) 

・バッテリーが少なくなると電池のゲージが減っていきます。 

 



③ブラスター（光線銃）の使い方 

１.電源スイッチを ONにして、スコープカバーを開きます。 

 

 

 

 

 

２.写真を参考に構えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お子様など腕が届かない場合は、抱えてお持ち下さい。 

  

 



３.対戦相手のブラスター（光線銃）に向けてトリガーを引きます。 

 

 

 

 

 

 

・写真の赤い丸部分が当たり判定のセンサーになっており、 

 光線が当たると、相手の音声と LEDが光り、命中した事が分かります。 

・相手に撃たれてしまうと、音声、LED、振動で被弾した事が分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

４.光線が出なくなったら、リロードボタンを押します。 

・トリガーを引いた時に「カチッカチッ」と鳴っていると弾切れです。 

・残弾が無くなると、光線を撃てなくなるので、再装填して下さい。 

・光線の残弾数は、確認パネルに表示されています。 

弾が出てない…？ 



５.「体力値（HP）」が無くなると、音声、LED、振動で終了をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電源が切れるまで合図(ライトの点滅)が続きますので、 

 電源ボタンで電源を OFFにしてください。 

6.ルールに応じて、ゲームの終了、続行、再スタートを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ブラスターの電源を入れ直して、体力値をリセットしてから始めましょう● 



④ゲームルールの代表例 

※よく使われるルール３種ですが、お好みルールを作っても面白いかも！ 

 また、事前にセンサー部分を隠さない事など、注意事項をみんなで決めましょう！ 

 

●バトルロイヤルルール 

・自分以外は全員敵！最後のひとりが勝者となります。 

 どんどん相手を倒すか、隠れて隠れて一騎打ちを狙うか… 

※ゲームオーバーになったら、フィールドから出て応援しましょう！ 

●チームマッチルール 

・チームに別れて対戦！相手のチームを全員倒せば勝利です。 

 味方とうまく連携して、相手の動きを封じましょう！ 

・リーダー（隊長）を設定して、 

 リーダーがゲームオーバーになると負け、 

 なんてルールも面白いですね！ 

●フラッグダウンルール 

・チームマッチルールを基本に、【目印を取られたら負け】というルールです。 

・まず Aチーム、Bチームの陣地を設定し、各陣地に目印になる物を置きます。 

（布やペットボトルなど、分かりやすい物にしましょう） 

・仲間と協力して相手の目印を、ゲームオーバーにならないように取りに行きましょう。 

・目印を取ったら勝ち、もしくは目印を自分の陣地まで運んだら勝ち、など 

 人数やハンデも含めて、みんなでルールを作りましょう！ 



⑤プレイ後のお片付け 

１.ブラスター（光線銃）の電源を、電源ボタンで全て OFFにしましょう。 

 

 

 

 

 

※スコープカバーも忘れずに蓋をして下さい。 

２.レーザータグ貸出 BOXに、 

「ブラスター(光線銃)」「ライトスイッチ」「レーザータグ遊び方ガイド」を入れます。 

 

 

 

 

 

 

３.タウンセンターのスポーツカウンターまでご返却下さい。 

 

 

 

※返却が３０分以上遅れた場合、延滞料が発生する場合があります。 

●フィールド中央のライト消灯を忘れないようにお願い致します！● 

ライトも忘れずに！ 



４.スタッフが故障などをチェックして、問題がなければご返却完了です。 

 

 

 

 

 

 誤って、壊してしまった箇所などありましたら、 

 事前にスタッフまでお伝えください。 

 良識あるご対応を頂けた場合は、可能な限り修理料金を配慮させて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

過失を隠そうとしたり、誠実なご対応を頂けない場合は、 

修理代金及び、後のお客様への機会損失も考慮し、損害をご請求致します。 

説明は以上となります！ 

ルールを守ってレーザータグをお楽しみ下さい！ 

困ったことがありましたら、 

お気軽にスタッフまでお声がけくださいませ！ 

チェック完了まで 

少しお待ち下さい♪ 

検
査
中
… 



◆ワンポイントアドバイス◆ 
【基本説明以外の注意点やアドバイスを追記しています！】 

●障害物（盾の上や段差）などには登らないで下さい。 

 倒れたりして、怪我の原因になります。 

●室内は入り組んでいますのでぶつかったり転んだりに要注意！ 

●お困りの際には、スポーツカウンターまでお問い合わせ下さい。 

 TEL:０２６６―６９－３２４４ 

●絆創膏などは、蓼科東急サムシング（ｺﾝﾋﾞﾆ）で取り扱っております。 

●スポーツシューズは、スポーツカウンターでレンタルしています。 

●お手洗いは、第２駐車場前のスポーツハウスをご利用下さい。 

●自動販売機は、第２駐車場に２台設置しております。 

●お帰りの際には、消灯を忘れないようにお願い致します！ 


